
令和６年度 復興関連事業進捗管理表（R7.3月末時点）

【塚ノ丸団地】
・Ｒ6年12月に宅地2期13区画が完成
し、
団地内の全ての区画（全40区画）が完成
・宅地１期　27区画中14区画の引渡し
完了
・宅地２期　13区画中3区画の引渡し完
了
・残りの区画については随時追加募集中

【一王子団地（分譲）】
・村有住宅跡地を活用
・14区画中13区画の引渡し完了
・残りの区画については随時追加募集中

総務課
建設課

【輪中堤・宅地かさ上げ】
・R6年度に中園（国施工分）及び多武除
の宅地かさ上げが完了
・神瀬、堤岩戸、友尻、池下、淋、鵜
口、大坂間、中園（県施工分）で施工中

2 災害公営住宅の整備 災害公営住宅の整備

【渡地域（総合運動公園遊具エリア）】
・災害公営住宅　Ｒ5年９月に供用開始

【一勝地地域（永崎団地隣接地）】
・災害公営住宅　Ｒ5年7月に供用開始

【神瀬地域（木屋角地区）】
・小規模改良住宅　Ｒ7年2月に供用開始

総務課
建設課

3 村営住宅の整備 村営住宅の整備

・総合運動公園（芝生エリア及びグラウ
ンドの一部）に建設された木造仮設住宅
を、村有住宅として転用
　R6年3月　芝生エリアの改修工事完了
　R7年3月　グラウンド側（3列分）の改
修工事完了
・入居対象者は、災害公営住宅の要件に
より入居できないペット所有世帯、所得
要件超過世帯等を想定

総務課

住宅再建相談窓口の設置、相談会
の開催

・R6年4月から住宅金融支援機構熊本セ
ンターによる個別相談等を実施

保健福祉課

復興基金を活用した資金面での支
援

【施策】
住宅再建への支援
【施策概要】
住宅建設等支援補助金による資金面での
支援

・転居費用助成、民間賃貸住宅等入居助
成、自宅再建利子助成を実施
・R4年度に「球磨村住宅建設等支援補助
金」を創設し、村内での住まいの再建や
安全対策の実施を支援
・引き続き、支援メニューの拡充を検討

総務課
保健福祉課

公費解体、宅地堆積土砂の撤去

災害廃棄物の適正処理

渡小学校の教育環境の改善
（R3年度　完了）
※R4年1月～　仮設校舎で授業再開

教育委員会

小中学校再編整理の検討
（R5年度　完了）
※R6年4月～　義務教育学校

教育委員会

復興推進課

１－４　子育て・教育環境の再生と安心して学べる環境づくり

（R3年度　完了）

6 教育環境のあり方検討

4 住宅再建への支援

5 被災住宅の解体の促進

１－３　被災者に寄りそう住まいの再建支援

主要概要
施策概要
（～R5）

進捗状況 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ１１年度以降 R６担当課

１．「くらし」　被災者の生活再建

１－１　安全な宅地の確保

１－２　公営住宅の整備

R5年度まで

1 安全な宅地の確保 安全な宅地の確保

R9年度 R１０年度
総合計画後期基本計画における施策等

（R6～）

【施策】
安全な宅地の確保
【施策概要】
塚ノ丸団地（２工区）の整備
輪中堤・宅地かさ上げ

【施策】
公営住宅の整備
【施策概要】
神瀬小規模改良住宅の整備
木造仮設住宅を転用した住宅整備

塚ノ丸団地

一王子団地（分

一勝地 災害公営

神瀬 改良住宅

基金メニューの活用・拡充

村有住宅（木造仮設住宅の転用）

R6年3月

宅地1期27区画完成

順次引き渡し及び追加募集実施

R5年7月 供用開始

R7年2月 供用開始

R6年3月

芝生エリア改修工事完了

授業再開

終了

義務教育学校開校

渡 災害公営

R5年9月 供用開始

（
凡

例
）

・・・現時点のスケジュール

・・・第６次球磨村総合計画後期基本計画策定時点のスケジュール

R6年度～

個別相談等の実施

R6年12月

宅地2期13区画完成

順次引き渡し及び追加募集実施

災害復興住宅融資相談会の開

公費解体

災害ゴミ

再編検討委員会

義務教育学校への再編準備

仮設校舎

建設

R6年10月

グラウンド側（3列分）供用開始

R7年３月

改修工事完了

輪中堤・宅地かさ上げ
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令和６年度 復興関連事業進捗管理表（R7.3月末時点）

主要概要
施策概要
（～R5）

進捗状況 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ１１年度以降 R６担当課R5年度まで R9年度 R１０年度
総合計画後期基本計画における施策等

（R6～）

（
凡

例
）

・・・現時点のスケジュール

・・・第６次球磨村総合計画後期基本計画策定時点のスケジュール

スクールカウンセラー等の配置

・スクールカウンセラー及びスクール
ソーシャルワーカーによる心のケアや環
境調整を実施 教育委員会

アフタースクール等の充実

・各小学校の見守り活動やアフタース
クール活動を継続して実施

教育委員会

ＪＲ肥薩線・くま川鉄道の早期復
旧

【施策】
交通環境の早期復旧
【施策概要】
JR肥薩線・くま川鉄道の早期復旧

・JR肥薩線の復旧について、R7年3月に
熊本県とJRが最終合意し、R7年４月１日
に締結
・くま川鉄道再生協議会において、県・
流域市町村と連携して復旧に取り組む

復興推進課

利便性の高いコミュニティバスへ
の見直し

・R5年4月から全線100円の定時運行へ
移行（一部予約制）
・利用状況に応じて見直しを実施

復興推進課

水道の早期復旧

【施策】
生活基盤の早期復旧
【施策概要】
水道の早期復旧

・順次、復旧工事を実施
・R6年度に沖鶴橋への配水管添架、既設
配水管への取付工事が完了
・相良橋への配水管添架等については、
災害復旧工事に合わせてR7年度以降実施
予定

建設課

移動販売による買い物困難者への
支援

・引き続き、地域のニーズに合わせ巡回
販売を実施

復興推進課

1
被災者の見守りや生活相談による
心身のケア

地域支え合いセンター等による被
災者の見守りや心身のケア

【施策】
被災者の見守りや生活相談による心身の
ケア
【施策概要】
地域支え合いセンターなどによる被災者
の見守りや心身のケア

・引き続き、地域包括支援センターや精
神保健福祉センター等の関係機関と連携
し、訪問、電話連絡等の支援を実施

保健福祉課

2
仮設団地でのコミュニティづくり
の支援

みんなの家を活用した交流の機会
や場づくりの支援

【施策】
仮設団地などにおけるコミュニティづく
りの支援
【施策概要】
みんなの家を活用した交流の機会や場づ
くりの支援
災害公営住宅などにおけるコミュニティ
形成支援

・R7年3月末時点で、仮設住宅等コミュ
ニティ形成支援事業の申請実績なし
・災害公営住宅等コミュニティ形成支援
事業の実施
・R4年度に多目的広場仮設団地、R5年度
に大王原仮設団地、R6年度にさくらドー
ム仮設団地を集約

総務課

3 仮設コミュニティ拠点の復旧 公民館・集会所の復旧支援

【施策】
地域コミュニティ拠点の復旧
【施策概要】
公民館・集会所の復旧支援
みんなの家整備事業（一勝地・神瀬）

・各班の復旧に向けた意向調査の実施
・日本財団「みんなの家」事業を活用し
てコミュニティ施設を再建
　R5年12月　渡地区みんなの家竣工
　R7年  3月　神瀬地区みんなの家着工

教育委員会

4
神社等の集落共有施設の復旧、文
化財の修復支援

神社等集落共有施設の復旧、文化
財の修復支援

【施策】
集落共有施設の復旧、文化財の修復支援
【施策概要】
地域の拠り所として管理されてきた共有
施設の復旧、文化財の修復支援

・各班の復旧に向けた意向調査の実施
・未指定文化財補助制度の創設
・復旧工事の実施
　R5年4月　大瀬阿蘇神社竣工

教育委員会

5 地域文化の復活 まつりや行事、郷土芸能等の復活

・郷土芸能等の披露の場を検討
・Ｒ4年度からR6年度まで「くまむら復
興祭」を開催、R7年度以降も披露の場と
して祭りの開催を継続する

復興推進課
教育委員会

医療・福祉施設の村内での再建支
援

・神瀬診療所の再開については、まちづ
くりを踏まえ検討
・千寿園は、Ｒ5年1月移転復旧工事竣
工、R6年度全面再開 保健福祉課

保健・福祉・医療等の連携した保
健センターの整備

【施策】
保健・福祉・医療の拠点整備
【施策概要】
保健・福祉・医療などの連携した保健セ
ンターの整備（機能併設を検討）

・新たに整備する公共施設への機能併設
を検討

保健福祉課

6 保健・福祉・医療の拠点整備

7 児童・生徒へのケア

１－５　日常生活や移動等生活環境の早期復旧と利便性向上

8 交通環境の早期復旧

9 生活基盤の早期復旧

２．「きずな」　地域コミュニティの再生と脱炭素のむらづくり

２－１　被災者の見守りや生活再建

２－２　地域コミュニティの再生

２－３　地域文化の復活

２－４　保健・福祉・医療の充実

スクールカウンセラー等の

復旧工事の実施

巡回販売の継続

被災者の見守り等の実施

コミュニティ施設の復旧・整備

保健センターの整備検討

JR肥薩線・くま川鉄道の復旧

コミュニティバスの見直し

コミュニティ形成支援事業の活用

医療・福祉施設の再建

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R5年4月～ 定時運行

R6年度～

利用状況に応じて見直しを実施

R6年度～

地域医療の充実等の検討

R5年1月

千寿園移転復旧工事竣工

R6年度以降 継続実施

見守り活動・アフタースクー

ル

「ふれあい祭り」等

の再開
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令和６年度 復興関連事業進捗管理表（R7.3月末時点）

主要概要
施策概要
（～R5）

進捗状況 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ１１年度以降 R６担当課R5年度まで R9年度 R１０年度
総合計画後期基本計画における施策等

（R6～）

（
凡

例
）

・・・現時点のスケジュール

・・・第６次球磨村総合計画後期基本計画策定時点のスケジュール

7 公共施設や住宅の省エネの推進 公共施設や住宅の省エネ化の推進

8
再生可能エネルギーの地産地消の
推進

球磨村の資源を活用した再生可能
エネルギー事業の推進

9
住民総参加型の環境保全・環境教
育の推進

村民の様々な活動の支援、環境教
育の推進

1
球磨川や棚田等、村の資源を活用
した体験型観光の創出

球磨川や棚田、森林等村の資源を
活用・組み合わせた体験型観光の
創出

・Ｒ3年度にくま森林サービス産業創出協
議会を設立
・森林サウナの事業化に向けた検討と計
画立案
・モニターツアーやコンテンツ開発を推
進
・R6年度に観光振興計画を策定

復興推進課
産業振興課

2
球磨村の新たな魅力の情報発信の
強化

各種媒体を活用した魅力の情報発
信の強化

・観光HPをR4年4月からリニューアル
・Ｒ4年度に「湯灯り」等のＳＮＳ等での
発信、鹿児島空港や熊本県庁でのＰＲを
実施
・R5年度に新たな観光パンフレットの作
成・配布を行うとともに、より効果的な
発信となるようターゲットを絞った情報
発信を実施
・SNS等を活用した情報発信を継続

復興推進課

3
観光施設や一勝地駅周辺施設の早
期復旧支援

球泉洞や一勝地温泉かわせみ等の
観光施設の早期再開支援、一勝地
駅周辺施設の再開支援

4
球磨川下りやラフティング等の再
開支援

球磨川下りやラフティング等の早
期再開

5
球磨川や地域資源を生かしたサー
ビス産業の創出

関係団体との協働体制の構築

・R6年度は、球磨村観光協会に新たに1
団体が加入
・R7年1月～　地域活性化起業人派遣 復興推進課

産業振興課

林道、森林作業道の復旧

【施策】
災害に強い産業基盤の整備
【施策概要】
林道の復旧

・査定件数94件
　→　94件契約済み、うち84件完了
・作業道の復旧支援 産業振興課

建設課

治山・砂防施設の整備

【施策】
災害に強い産業基盤の整備
【施策概要】
治山・砂防施設の整備

・災害関連緊急砂防事業3ヶ所
　→　2ヶ所完了、１ヶ所着工済み
・災害関連緊急治山事業19ヶ所
　→　全て完了（R4年度）
・治山激甚災害対策特別緊急事業16ヶ所
　→　10ヶ所着工済み、6ヶ所完了
・砂防激甚災害対策特別緊急事業8ヶ所
　→　4ヶ所着工済み

建設課

2 被災した営農環境の再生
被災した農道、農地、農業用施設
の早期復旧

【施策】
営農環境の再生・農林業者の再開支援
【施策概要】
被災した農道、農地、農業用施設の早期
復旧

・査定件数134件
　→　117件契約済み、うち96件完了

建設課

３－３　球磨川や森林空間を活用したサービス産業の創出

４．「なりわい」　山の暮らしと農林業・商工業の生業（なりわい）再生

４－１　力強い産業基盤の再生

1 災害に強い産業基盤の整備

４－２　農林業の再生と競争力強化

３．「にぎわい」　球磨川と共生する村の自然を活かした観光むらづくり

３－１　村の観光資源をフル活用した誘客力の向上

３－２　村の顔となる観光産業の再生

・球泉洞については、Ｒ4年4月から営業
再開、R5年10月に休暇村及びコウモリ橋
がリニューアルオープン

・村内のラフティング協会加入団体で
は、Ｒ4年度から運行再開

・一勝地温泉かわせみは、Ｒ5年９月にリ
ニューアルオープン

・球泉洞、森林館を拠点とした観光コン
テンツの開発に向けた検討

復興推進課
産業振興課

２－５　脱炭素社会に向けた取組強化

・Ｒ3年度：再エネ導入戦略を策定
・Ｒ4年度：脱炭素先行地域に認定
・ＥＶスクールバスの活用（R3～R5年度
EVスクールバス実証事業）
・公共施設や村営（村有）住宅へ太陽光
発電設備・蓄電池を設置し、公用車とし
てEV車両を導入
・R4年度に環境教育の推進に向け森林組
合、球磨村森電力と協議開始（R6年度も
継続）

復興推進課戦略策定

省エネの推進

再エネの地産地消

環境教育の推進

体験型観光の創出

体験型観光の創出

HP等による情報発信の強化

災害復旧工事の実施

災害復旧工事の実施

R4年4月 球泉洞再開

土石流・山林崩壊対策

HP等による情報発信の強化

R4年度 ラフティング再開

観光施設の再開

R5年9月 一勝地温泉かわせみ

リニューアルオープン

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R5年10月 休暇村・コウモリ橋

リニューアルオープン

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施
球磨川下り・ラフティング等

の再開
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令和６年度 復興関連事業進捗管理表（R7.3月末時点）

主要概要
施策概要
（～R5）

進捗状況 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ１１年度以降 R６担当課R5年度まで R9年度 R１０年度
総合計画後期基本計画における施策等

（R6～）

（
凡

例
）

・・・現時点のスケジュール

・・・第６次球磨村総合計画後期基本計画策定時点のスケジュール

被災した農業機械等の復旧、営農
再開への支援

【施策】
営農環境の再生・農林業者の再開支援
【施策概要】
営農再開への支援（峯尾緑営農エリア）

・補助金を活用した営農再開支援につい
ては、R3年度で終了
・尾緑地区の農業振興エリアについて、
R6年度末に国による整備工事が完了し、
R7年度から営農再開予定

産業振興課

被災した製材所等の復旧への支援 （R3年度　完了） 産業振興課

4 稼げる農業の実現
球磨村産の農産物等を活用した加
工品の開発、高付加価値作物への
転換

・氷温熟成・氷温貯蔵によるブランド化
の推進（R6年度　前年比3件増）
・BLOF理論に基づく農法の技術習得・技
術指導の促進

産業振興課

5 農林業のスマート化への支援
ICTを活用したスマート農林業の
導入

・スマート農林業の実現に向けた検討、
デモ等の実施
・ドローンによる資材や苗木の運搬のデ
モフライトを実施 産業振興課

木質バイオマスの展開等新たな事
業による雇用の創出

・「２－５：脱炭素社会に向けた取組強
化」と連携

復興推進課

直売所等地域の活性化や地域の
ニーズに対応した事業の創出支援

・地域の農作物を集荷・販売する軒下支
援事業を実施
・R4年度にECサイトの構築によりイン
ターネット販売を開始、更なる拡充を図
る
・新たな鹿等解体加工施設の整備（R7年
度完成予定）

産業振興課

7 商工業の再生支援 商工業の事業再建支援

【施策】
商工業の再生支援
【施策の大綱】
商工業の事業再建支援（球磨村商工業再
建設備等支援）

・なりわい再生支援制度補助金による再
建支援を実施

復興推進課

8
仮設店舗による商店の早期開設支
援

仮設店舗による商店の早期再開支
援

（R3年度　完了） 復興推進課

9 金融機関の早期再開支援 郵便局、ＪＡの早期再開支援

【施策】
金融機関の早期再開支援
【施策概要】
郵便局の早期再開支援（渡・神瀬）

・渡郵便局は、運動公園仮設店舗で再開
・神瀬郵便局については、神瀬のまちづ
くりと併せて検討 復興推進課

1 幹線道路の早期復旧と強靭化
国道219号や橋梁の早期復旧と強
靭化

【施策】
幹線道路の早期復旧と強靭化
【施策概要】
国道219号や橋梁の早期復旧と強靭化

・順次、災害復旧工事の実施（国）
・R4年10月　沖鶴橋、松本橋及び大瀬橋
着工
・R5年11月　相良橋及び神瀬橋着工
・R7年3月　沖鶴橋完成

建設課

2 集落間を結ぶ生活道路の早期復旧 集落間を結ぶ生活道路の早期復旧

【施策】
命を守る道路ネットワークの確保
【施策概要】
集落間を結ぶ生活道路の早期復旧（村
道）

・順次、災害復旧工事の実施（県・村）
・村道災58件
　→　全て復旧完了（R5年度） 建設課

3 命を守る道路ネットワークの確保
災害に強い道路ネットワークの確
保

【施策】
命を守る道路ネットワークの確保
【施策概要】
災害に強い道路ネットワークの確保（県
道）

・R6年4月　県道人吉水俣線の未開通区
間（人吉市 大柿地区～球磨村 八久保地
区）が開通
・大槻地区から山江村方面への林道（山
江球磨線）整備（R7年度着手予定）

建設課

4 球磨川流域治水の推進
球磨川流域治水と連携した復興ま
ちづくりの推進

【施策】
球磨川流域治水の推進
災害の伝承
スポーツの振興

【施策概要】
球磨川流域治水と連携した復興まちづく
りの推進（遊水地及び引堤の整備、宅地
かさ上げ）
災害伝承施設整備（渡小学校跡地活用）
遊水地における運動公園の整備

【遊水地】
・R4年度に用地協議開始、R6年8月に着
工式を実施
・遊水地の利活用について、R6年9月基
本計画策定完了

【引堤】
・R4年度に用地協議開始、R5年9月に着
工式を実施

【宅地かさ上げ】
・中園（国施工分）及び多武除の宅地か
さ上げが完了
・神瀬、堤岩戸、友尻、池下、淋、鵜
口、大坂間、中園（県施工分）で施行中

復興推進課
建設課

５－１　道路、橋梁等インフラの早期復旧

５－２　河川の復旧と新たな治水対策

５．「そなえ」　災害に強いむらづくりに向けた復旧と備え

3 被災した農林業者への再開支援

6 村の資源を活用した雇用の創出

４－３　商工業の再生と振興

災害復旧工事の実施

災害復旧工事の実施

営農再開支援

稼げる農業の実現

戦略策定 新たな雇用の創出

金融機関の再開

道路ネットワークの確保

遊水地

引堤

輪中堤・宅地かさ上げ

なりわい再生支援制度等の活用支援

軒下支援事業等の実施

仮設商店で再開

仮設商店で再開

R4年10月

沖鶴橋・松本橋・大瀬橋着工

終了

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

製材所等の

復旧支援

R5年11月

相良橋・神瀬橋着工

災害伝承施設整備

遊水地の活用

スマート農林業の

検討

渡仮設商店

建設

一勝地仮設

商店建設

R7年3月 沖鶴橋完成

R6年4月 人吉水俣線

（大柿地区～八久保地

区）開通
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令和６年度 復興関連事業進捗管理表（R7.3月末時点）

主要概要
施策概要
（～R5）

進捗状況 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ１１年度以降 R６担当課R5年度まで R9年度 R１０年度
総合計画後期基本計画における施策等

（R6～）

（
凡

例
）

・・・現時点のスケジュール

・・・第６次球磨村総合計画後期基本計画策定時点のスケジュール

5 球磨川支流の河川改修
護岸の復旧、堆積した土砂の早期
撤去

【施策】
球磨川支流の河川改修
【施策概要】
護岸の復旧、堆積した土砂の早期撤去

・順次、災害復旧工事の実施（国・県・
村）
・河川災31件
　→　全て復旧完了（R5年度）

建設課

6 砂防・治山施設の整備 砂防施設、治山施設の整備 ４－１－１に同じ。

・順次、災害復旧工事の実施
（４－１－１再掲）

建設課

ハザードマップの見直し

・R3年3月に「球磨村総合防災マップ」
を全戸配布済み
・防災教育に活用できる防災マップ拡大
版を集落ごとに随時作成

総務課

身近で安全な避難場所、避難ルー
トの見直し

【施策】
安全な避難場所・避難所・避難ルートの
見直し
【施策概要】
身近で安全な避難場所、避難ルートの見
直し

・防災マップで新たに避難場所等を指定
・被災施設の復旧と併せて見直しを検討
・山口居住エリア（塚ノ丸）と総合運動
公園を結ぶ避難路を整備（R7年度完了予
定）
・R6年8月　神瀬地区の避難路整備完了
・地区と避難所を結ぶ道路の拡幅等を検
討

総務課
建設課

浸水深や避難所等の標識設置

・R2年7月豪雨災害の被災水位を示す、
リアルハザードマップを設置（R6年3月
時点で10ヶ所設置）
・R7年3月　指定避難所表示板設置（エ
スペランサ桜峯集会室及び千寿園）

総務課

防災無線、戸別受信機、SNS等
様々な手段の活用による情報伝達
手段の強化

・R3年度中にデジタル無線整備工事完了
・R4年度より村内一斉デジタル運用を開
始 総務課

通信施設の安全性の確保

・R3年度中に光ケーブルの災害復旧工事
完了
・各種事業に伴う移設整備を順次実施
・通信設備の安全性確保について検討

総務課

9 防災拠点の確保・整備 防災拠点の確保・整備と機能強化

【施策】
防災拠点の確保・整備
【施策概要】
防災拠点の確保・整備と機能強化（渡地
区・神瀬地区）

・R3年度に復興まちづくり計画を策定

【神瀬　防災拠点】
・R7年3月　避難地の造成完了
・R7年度に拠点施設の整備工事に着手予
定

【渡　防災拠点】
・R6年9月　総合運動公園内の施設整備
の基本設計完了

・一時的な避難場所の確保（一勝地）
や、避難所の機能強化（三ヶ浦、高沢）
を検討

総務課
建設課

自主防災組織の村内全域での展開
と活動支援

・自主防災組織の設立支援を実施（R7年
3月末時点で24の自主防災組織が設立）
・随時「初動避難キット」や備蓄品を配
備

総務課

消防団詰所の復旧支援、装備の充
実

【施策】
地域再生に合わせた自主防災活動の促進
【施策概要】
消防団詰所の復旧支援、装備の充実

・被災した積載車や流失した備品等の補
充を実施
・消防ポンプ積載車の更新（R6年度：1
台更新）
・まちづくりに合わせて詰所の復旧を計
画

総務課

高齢者や障害者等避難行動要支援
者の個別計画の作成

・個別計画は策定済み
・避難行動要支援者名簿等を基に、要支
援者の避難体制整備に努める 保健福祉課

要配慮者利用施設の避難確保計画
の見直し・作成支援

・要配慮者利用施設において、各施設ご
とに避難確保計画を作成済み
・定期的に見直しを実施 保健福祉課

防災教育の推進

・各地区、団体への防災講話の実施
・「全村民が避難について考える日」等
を引き続き実施
・R4年度から防災ブロック会議を再開
・R4年度から「防災学習の日」と題し、
避難所の運営等、体験型防災学習を実施

総務課

11
家屋や農作物等に対する保険等へ
の加入促進

保険等の加入に関する普及啓発

・R3年度に水災補償加入促進補助金制度
を創設
（R6年度：R7年2月末時点　35件申
請）
・引き続き制度周知を図る

総務課

8
防災無線やSNS等を活用した情報
伝達手段の強化

５－５　自主防災体制の強化

10
地域再生に合わせた自主防災活動
の促進

５－３　山地災害の復旧

５－４　避難対策の強化

7
安全な避難場所・避難所・避難
ルートの見直し

災害復旧工事の実施

避難確保計画の策定・見直

R２年度に見直し済み

避難場所・避難ルートの見直し

リアルハザードマップ等の設置

情報伝達手段の強化

自主防災組織の設立支援

消防団詰所の復旧・装備の充実

防災教育の推進

水災補償加入促進補助金制

一時的な避難場所の確保・避難所の機能強化

土石流・山林崩壊対策

神瀬防災拠点の整備

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

R6年度以降 継続実施

渡防災拠点の整備

R6年度以降 随時実施

光ケーブルの復旧

通信施設の安全性確保

避難行動要支援者の

個別計画策定・推進
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